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本書の内容の一部または全部を無断で転載することは禁止されています。
本書の内容については、製品改良のため予告なしに変更する場合があります。
本製品の仕様、デザインおよび説明書の内容については、改良などにより予告なく変更する場合があります。

5.

6.

スターターの差し込み
スターティングシャフトの先端を、シャフトカップに確実に
差し込みます。
チヨーク

7. 始動の準備
エンジンコントロールスティックを最低速、エンジントリム
が適正位置にあることを確認後、送信機側のアイドルアッ
プスイッチがOFFになっていることを確認します。エンジン
が始動してもローターが回転しないように、ローターヘッ
ドを手で押さえ、スキッド等を足で固定します。
8. 始　動
プラグヒートを行い、スターターのスイッチをONにします。
しばらくするとエンジンが始動します。始動したらスタータ
ーのスイッチをOFFにして、スターティングシャフトの回転
が止まるのを確認して、シャフトを抜きます。
9. エンジンの停止
送信機のスロットルトリムを、一番下側へ下げます。

エンジンの性能を最大に発揮させるためには、適切なブレ
ークインが必要です。ブレークインとは、実際に使用する
条件（燃料、回転数、エンジン温度等）に徐々に慣らしてい
く事です。混合気の濃すぎ（ニードルバルブの開けすぎ）、
低速（アイドリングのような）運転を続けても意味がありま
せん。低速運転を長い時間続けると、燃料のオイルがゲル
化しシリンダーやピストン等が膠着する事があります。

ブレークイン（ならし運転）

実際に使用される燃料で、最初数回の飛行を濃い目の
混合気で運転してください。
ニードル開度の初期設定はメインニードルが全閉から2
回転半開き、中速ニードルが全閉から1回転開いた位置
となっています。
このニードル位置ではエンジンの運転状態が濃いこと
が予測されます、ならし運転中は必ずこの濃い状態を確
認しながらホバリングを行って下さい。
ブレークイン中はニードルセットが濃い状態にある為、
エンジンの回転にムラが発生したり燃費が悪いと感じ
たりします。
次項の調整方法に従ってブレークインから適正なニー
ドル位置へ調整を行っていきますが、エンジンを安定し
て長く使う為に常に少し濃い目の運転状態を維持して
下さい。
調　整

燃料を他のメーカーに変えた場合や、同じメーカーでも
他の銘柄に変えて、ニトロメタンの割合や潤滑油の種類
が変わった場合は、混合気の濃さに変化が生じること
があります。またサイレンサーの違いによりプレッシャー
圧が変わると、ニードル開度も変化します。燃料やサイ
レンサーを変えた時、初めは安全のため濃い目になるよ
うに、ニードルバルブを今までの位置より約1/2回転多
く開けて様子を見ます。
エンジンが新しい燃料になじむまでしばらく時間を要し
ますので、変えてから数タンク分運転終了まではニード
ルバルブ、アイドル調整バルブ共に、絞り過ぎないように
慎重に調整してください。
プラグ、ヘリコプターのメインローター、メインローター
のピッチを変えた場合にも、注意深く混合気の状態やレ
スポンスを確認し、必要に応じて再調整を行ってくださ
い。また、気温や湿度の変化によっても、再調整が必要
になる場合があります。

燃料やサイレンサーを変える場合は、次のことに注意して
ください。

（注意）

このエンジンをより長く良い状態でご使用していただくた
めに、以下のことにご注意ください。
砂やほこりの多い場所での運転は、著しくエンジンの
寿命を縮めますので避けてください。やむを得ずそのよ
うな場所で運転する場合は、ベニヤ板等を機体の下に
敷き運転してください。
燃料にゴミやほこりなどの異物が混入すると、エンジン
内部の磨耗を早めます。
燃料缶は開口したまま放置しないでください。
（ゴミやほこりが混入します）
燃料ポンプの吸い上げ部には必ず燃料缶用フィルタ
ーを使用し、万一燃料缶に入ったゴミやほこりも、燃
料タンクに送らないようにしてください。
（OSでは燃料缶専用のフィルター、スーパーフィルタ
ー（L)をオプションで用意しています）
燃料タンクとエンジンの間に市販の燃料フィルターを
入れる場合は、取り付けに十分注意しゴミづまり等を
定期的に点検してください。フィルターが原因でエンジ
ン不調に陥ることがあります。
（タンクにゴミが入って無ければ不要です）
必要以上に高いニトロ分の燃料を使用しないでくださ
い。錆の原因となります。
ニードルバルブやアイドル調整バルブの閉め過ぎ、（う
す目の混合気）での運転を行なわないように十分注意
してください。酸化ガスの発生を促進させエンジン内部
の錆の発生を大きく助長させます。燃料に含まれるア
ルコールやニトロメタンが燃焼することにより、酸化ガ
スが原因でエンジン内部を錆びさせます。また、オーバ
ーヒートを起こしたりノッキングを起こしたりして、エン
ジンに大きなダメージを与えることもあります。

メンテナンス

グロープラグ

(71605100)
No.10（旧称A5）

(71608001)
No.8

(71607100)
No.7

クランクシャフトクランプ
(71530530)

91/105/GT15

要　　目
14.95 cc / 0.912 cu.in.
27.7 mm / 1.091 in.
24.8 mm / 0.976 in.
3.6 ps / 3.55hp / 16,000 r.p.m.
2,000-16,000 r.p.m.
603 g / 21.27 oz.

キャブレター分解図＆部品表

1.

2.

3.

ニードルバルブの開閉
ニードルバルブは図のよう
に時計方向に回すことを閉
めると呼び、反時計方向へ
回すことを開くと呼びます。

ニードルバルブを開く

スターターの準備
スターターにスターティングシャフトを確実に取り付けま
す。ずれて取り付けるとスターティングシャフトが振れて危
険です。
4. スターターの回転方向の確認。
図のように回転しているか確認して下さい。逆回転してい
る場合は、コードを逆に接続して下さい。

開く

閉める

まずメインニードルを時計方向に、ゆっくり止まるまで閉め
る。止まった位置が全閉位置です。この時の位置をおぼえ
ておくと便利です。止まった位置から約2回転半開きます。
中速ニードルを全閉から1回転開きます。
（出荷時は全閉になっています）

メインニードル

中速ニードル

アイドル調整ねじ

サイレンサーによって排気圧の違いがあり、開度が
変わる場合があります。

アイドル調整ねじは出荷時の基準位置のままです。
以上の位置は最も初期の調整位置ですから、後述の調整
が進むにつれて変化します。

送信機と受信機の電源をONにした後、各舵の動作確認を
行います。次にプラグヒートを行わずスロットルバルブが全
開になる様に開きます。燃料がレギュレーターのインレット
に吸い込まれるまでスターターでエンジンを回転させます。

メインニードルは、おおまかに調整するときは約30°（ラ
チェット3～4クリック）、最終調整や微調整は約15°（ラ
チェット1～2クリック）ずつ調整します。
中速ニードルは、一度に約30°（ラチェット3～4クリッ
ク）ずつ調整します。

次の調整方法を理解してください。

アイドル調整ねじは、出荷時のセンター位置を基準に左
右に約90°ずつ傾きます。左にまわすとアイドリングが濃
くなり、右にまわすと薄くなります。
調整は一度に約5°ずつ行ってください。
以下は、ニトロメタン15～30％、合成潤滑油20％の燃
料を使用した標準的な調整方法です。
一般にニトロメタンの割合が多くなるとニードルを開く（濃
くする）方向に調整する必要があり、ニトロメタンの割合が
少なくなると、ニードルを閉める（薄くする）方向に調整す
る必要がありますが、潤滑油の種類（性質、粘度など）や、
割合にも大きく影響されます。

エンジンコントロールスティツクを最高速の位置にした
時、キャブレターローターが全開になり、エンジンコント
ロールスティック及びエンジントリムを最低速の位置に
した時、キャブレターローターが全閉になるかを調整確
認してください。

このキャブレターは、アイドリング付近のローター開度を
調整するローターストップ調整ねじは付いていません。ア
イドリング付近のキャブレターローター開度は送信機の
トリムレバーで調整できるようにリンケージしてください。

注意

このキャブレターの初期の段階での調整ポイントは、次
の順序で各部の調整を行うことです。
メインニードル、中速ニードル、アイドル調整ねじの初
期セット位置を確認します。

1.

各ニードル、アイドル調整ねじの位置及び送信機の各ス
イッチ、スティック位置を確認してからエンジンを始動し
ます。また、不用意にヘリコプターのメインローターが回
転すると危険ですから、ヘリコプターのメインローター
ヘッドはしっかり押さえておいてください。
エンジンが始動したら、30秒程暖気運転を行います。こ
の時エンジンが止まるようであれば、スロットルを少し
開いてアイドリングを上げてください。エンジンが暖まり
ましたらヘリコプターを離陸させます。
この時、排気口から白煙を多量に出し、もたつきながら
回転が上昇するようでしたら、アイドリング時の混合気
が濃すぎるしるしです。このような場合は、アイドル調整
ねじを右へ約5°まわしてください。混合気が極端に濃い
場合は、スロットルを開くと多量の白煙を出し回転が上
がりかけた時、エンジンの回転がばらついて不安定にな
り、急に回転が下がったり、アイドリングの時間を長くす
れば回転が徐々に低下しやがて止まってしまいます。

長い暖気運転の間に混合気が濃い状態になっている場
合が多いので、一度ホバリングさせ着陸させた後、アイド
リング時の混合気の状態を判断してください。

注意

逆に排気口からほとんど白煙が出ないまま力のなさそう
な爆発音を出し、回転の上昇をほとんど見ないままか、
いったん回転が上がりかけてすぐに低下してエンジンが
止まるような場合は、アイドリング時の混合気が薄すぎ
るしるしです。このような場合は、アイドル調整ねじを左
に約5°まわしてください。

ホバリングでスロットルを操作して中速（ホバリング付
近）の混合気の濃さを見てください。白煙を多量に出し
てスロットルレスポンスが悪い場合は混合気が濃すぎで
す。このような場合は、メインニードルを閉めて（右へま
わす）ください。ただし、この時点での調整は上空飛行に
移るためのものですから、少し濃い目にとどめ閉めすぎ
ないように十分注意してください。

2.ほぼアイドリングの調整ができれば、次にホバリング
の調整を行います。

排気煙が薄く、スロットルレスポンスが良すぎてホバリ
ングが安定せず、焼け気味（回転が上がってくる）になる
場合は混合気が薄すぎですから、このような場合は、メ
インニードルを開けて（左へまわす）ください。

着陸してエンジンがアイドリングになってから約10秒し
てからスロットルを開けてみます。（離陸させる）スムーズ
に立ち上がればOKです。混合気が濃いか薄いかの症状
が出た場合は、再度アイドル調整ねじでアイドリングの
調整をしてください。

ここまでの調整が終わりましたらヘリコプターを着陸させ
て、もう一度アイドリングの調子をみます。

多

燃
料
流
量

中速調整ニードルバルブの
調整範囲

アイドル調整ねじの調整範囲

メインニードル開き過ぎ

メインニードル閉め過ぎ

メインニードルバルブは
全体のカーブの変化

全閉 1/3 2/3 全開
スロットル開度

加速が悪く、白煙を多量に出しながら回転に伸びのな
い時は、混合気が濃いのでメインニードルを閉めます。
逆に加速は良いが、高速飛行後引き起こした時に、回転
が下がったり、高速直線飛行中急に回転が低下したり
する時は、混合気が薄くなっておりニードルバルブを閉
めすぎですから、直ちに着陸させてメインニードルを開
きます。

次に上空飛行をして、メインニードルで高速回転の調
整をします。
追い風直線飛行をさせ、伸びのある加速が得られ引き
起こした時に回転が落ちないところを見つけます。

注意
このキャブレターは図のように、アイドル調整ねじ、中速
ニードルを調整しても、スロットル全開付近には影響あり
ませんが、メインニードルを調整すれば、それにともない
中速が濃くなったり、薄くなったりします。従ってこの時点
での中速調整は、メインニードルを調整するまでの仮の
調整と考えてください。
3.

メインニードルが調整できましたら、アイドリングとホ
バリングの最終的な微調整を行います。
アイドリング調整を、初めと同じ要領で行います。
ホバリングの調整は、この時初めて中速ニードルで行い
ます。メインニードルが最良の位置に調整されている時
には、ホバリングで若干薄いめの症状がでることがあり
ますので、その時は、中速ニードルを最初の位置から
徐々に（一回に約30°ラチェット3～4クリック）開けて、
最良の位置まで開けていきます。又、濃い症状が出た場
合には中速ニードルを徐々に閉めて最良の位置に調整
してください。

4.

注意

使用される燃料中にごみなどが含まれていますと、キャブ
レタートラブルの原因になります。燃料缶と燃料タンクの
間に性能の高いフィルターを使用し、燃料タンクにごみが
入らないようにしてください。弊社ではダブルのフィルター
機構を持った燃料缶用高性能フィルター“スーパーフィル
ター”（コードNo.72403050）を別売で用意しております
のでご利用ください。また定期的に燃料フィルター及びキ
ャブレターの掃除をしてください。キャブレターまで送られ
たごみは、ほとんど図に示される部分にたまりますので、ニ
ードルバルブホルダーをはずして掃除してください。

取扱上の注意と掃除

この部分にごみがたまる。
（細い綿くず状のごみが多い）

8mmスパナでゆるめる。

79871055
79871140
79871150

M2.6x18
M3x12
M3x15

品名コード
キャップスクリューセット（各10本入）

リテイナー取付ねじ 1本
カバープレート取付ねじ 4本
シリンダーヘッド取付ねじ 6本

サイズ エンジン使用本数

4-1
4-2

4-3

4

5

6

7

11-1
11-2

11-3

11-4

11

8

3

C.M2.6x7

9-1

9-2
9-3

10

10-1

9-4C.M2x5

12

3-1

6-1

C.M3x8

1

1-1
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＊ねじの種類
C…キャップスクリュー

No. 品名コード 品　　　　名

1
1-1
2
3

3-1
4

4-1
4-2
4-3
5
6

6-1
7
8

9-1
9-2
9-3
9-4
10

10-1
11

11-1
11-2
11-3
11-4
12

スロットルアーム 一式
　　取付ねじ（10本）
キャブレターローター
ローターガイドワッシャ
　　取付ねじ（10本）
アイドル調整バルブ 一式
　　"O" リング（大）（2個）
　　"O" リング（小）（2個）
　　"O" リング（2個）
ローターガイドスクリュー
キャブレター本体
　　サーモインシュレーター
アイドル調整ねじ
アイドルバルブストッパー 一式
　　ニードル 一式
　　　　"O" リング（2個）
　　ニードルバルブホルダー 一式
　　　　ラチェットスプリング
レギュレーター 一式
　　ニップルNo.1
ニードルバルブ 一式（中速用）
　　ニードル 一式
　　　　"O" リング（2個）
　　ニードルバルブホルダー 一式
　　　　ラチェットスプリング
キャブレターガスケット

29085140
79871110
29088250
25881220
79871020
29088320
27881810
27881800
27881820
45581820
29088140
27984900
27881330
27681340
29085910
24981837
29181940
26711305
29088800
22681953
29088980
29085910
24981837
27381940
26711305
27915000

アフターサービス

修理品のお支払いについては、コレクトサービス（宅急便
代金着払いシステム）により発送させていただきますので、
修理品送付時、現金等を同封しないようにお願いします。

電話、FAX、封書にてご注文ください。ご注文方法

氏名、住所、電話番号、8ケタ品名コード、品名、数量。
必要事項

送料支払方法
1.宅急便　A. 代金着払い  B. 銀行振込  C. 郵便振込

2. 郵　送　A. 銀行振込　  B. 郵便振込
ただし、ご注文合計金額が2,000円（税抜き）以上
の場合は宅急便にて送付。

エンジン修理のご依頼について

お客様のパーツ直接購入について

よく洗浄してエンジン本体のみを「OSエンジンサービス
係」までお送りください。（エンジン以外のものが付いて
いたり汚れがひどいと分解や洗浄に時間がかかり、修理
代が高くなります）この時、故障時の状態及び修理希望
事項を必ずお書き添えください。
原則として当社到着後10日以内で修理完了致します。

交換部品については販売店、もしくは当社から直接購入
することができます。
また、送料（荷造手数料込）及び代金引換の場合、代引
手数料が必要となりますのでご了承ください。

送料（荷造手数料込）及び代引手数料に関しましては、
当社Webサイトをご覧頂くか、「OSエンジンサービス
係」までお問い合わせ下さい。

送料及び代引手数料

修理品、パーツ販売、エンジンに関するお問合せは、
「OSエンジンサービス係」までお願い致します。

＊直通電話が混み合っている場合には、しばらくたって 
　からおかけ直しいただくか、当社電話番号（代表）あ
　てにご連絡ください。

電話（06）6702-0230（直通）FAX（06）6704-2722

3.

http://www.os-engines.co.jp/form/parts.html

ノルトロックワッシャ（10組入） (55500003)M4

スーパーフィルター (72403050)

バブレスウエイト
(71531010)

（L） O.S. SPEED プラグレンチ (71520100)

(71531000)
バブレスウエイトS

ロングプラグレンチ (71521000)

O.S. SPEED シリコンチューブ (72506100)
内径2.5mm、長さ1000mm

■ 行 程 体 積
■ ボ　　　ア
■ ストローク
■ 出　　　力
■ 実用回転数
■ 重　　　量 （エンジン本体）
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キャップスクリューセット（各10本入）
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No. 品　　　　名品名コード
29074050
29061405
29073120
29503400
29073200
26606008
27917000
29505010
29088040
45010002
46120000
26731002
29081720
45566310
29071010
27930000
29072010
29061410
29067030
22681953
71608001
72403070
29061406

ヒートシンクヘッド
　　ヘッドガスケット（0.1mm）
シリンダーライナー
ピストンリング
ピストン
ピストンピン
ピストンピンリテイナー（2個）
コンロッド
キャブレタースロットル 61G
プロペラナット
スラストワッシャ
クランクシャフトベアリング（前）
キャブレターリテイナー　一式
　　"O"リング (2個)
クランクケース
クランクシャフトベアリング（後）
クランクシャフト
カバーガスケット
カバープレート
ニップル　No.1
グロープラグNo.8
逆止弁
ヘッドガスケット（0.2mm）
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